


















































































































































A ４ 62.7％ 37.3％ 3.24 54.4％ 23.5％ 7.9％ 23.0％ 43.6％ 1.7％ 0.4％
B ５ 51.0％ 49.0％ 2.55 75.9％ 54.0％ 3.4％ 18.5％ 22.4％ 1.0％ 0.6％
C ５ 56.1％ 43.9％ 2.69 64.5％ 48.0％ 4.1％ 12.4％ 34.2％ 4.0％ 0.8％
D ８ 59.0％ 41.0％ 3.10 62.2％ 38.7％ 5.3％ 18.2％ 36.1％ 1.5％ 0.2％
E ５ 59.0％ 41.0％ 2.70 53.8％ 40.8％ 3.0％ 10.0％ 44.4％ 0.8％ 1.0％
全体
平均 5.4 57.3％ 42.7％ 2.84 62.9％ 41.7％ 4.7％ 16.5％ 35.6％ 1.1％ 0.6％


































































とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない




















































































































































































































































モデル１ モデル２ モデル３ モデル４
学力 1.494＊＊＊ 1.414＊＊＊ 1.212＊ 1.248＊
扶養規範 0.977 0.957 0.949 0.946
20代子ども 1.101 1.098 1.007 0.988
父 0.788 0.768 0.562 0.680
母 0.617 0.671 0.651＋ 0.541
先生 0.611＊ 0.601＊ 0.821 0.807
大学収容力 1.035 1.166＊＊＊
ホワイトカラー 0.746＊＊＊ 0.719＊＊＊
定数 0.672 136.360＊＊＊ 2.843＊ 587.729＊＊＊
Nagelkerke R２ 0.069 0.097 0.018 0.057
n 982 982 785 785
＋p＜ .10、＊p＜ .05、＊＊p＜ .01、＊＊＊p＜ .001
表４　県外流出（県外流出＝１、UJターン＝０）の二項ロジスティック分析（オッズ比の推定値）
男　子 女　子
モデル５ モデル６ モデル７ モデル８
学力 1.020 0.978 1.058 1.058
扶養規範 0.965 0.945 0.954 0.962
20代子ども 0.916 0.910 0.834＊ 0.828＊
父 0.603 0.600 0.971 0.956
母 0.472＋ 0.533 0.563＋ 0.585＋
先生 0.351＊＊＊ 0.348＊＊＊ 0.608 0.633
大学収容力 0.811 1.003
ホワイトカラー 1.047 0.900
定数 3.206＊ 129.791＊＊ 5.046＊ 36.165＊
Nagelkerke R２ 0.052 0.066 0.031 0.040
n 426 426 413 413
＋p＜ .10、＊p＜ .05、＊＊p＜ .01、＊＊＊p＜ .001












































































































































































































































モデル９ モデル10 モデル11 モデル12
学力 1.437＊＊＊ 1.441＊＊＊ 0.911 0.902
扶養規範 0.764＊＊＊ 0.766＊＊＊ 1.186 1.181
20代子ども 1.118 1.119 0.744 ＊＊ 0.751＊＊
父 0.602＋ 0.607＋ 0.415 0.421
母 0.905 0.939 0.386 ＊ 0.386＊
先生 2.492＊＊＊ 2.470＊＊＊ 1.318 1.249
完全失業率 0.924 1.329
定数 0.123＊＊＊ 0.207＊ 0.682 0.161
Nagelkerke R２ 0.085 0.087 0.081 0.086
n 1102 1102 512 512




















































Bourdieu, P., 2002, Le Bal des célibataires: Crise de la société paysanne en Béarn, Paris: Éditions du Seuil.
（＝2007，丸山茂・小島宏・須田文明訳『結婚戦略─家族と階級の再生産』藤原書店）。
平木耕平，2011，「教育収益率の地域差と地域移動効果─ JGSS データを用いた所得関数の分析」大阪

















出　　所 調査年／月 対象地域 サンプリング
冨江（1997） 1995／９ 滋賀県北部 ３校の２年生・サンプル計502
苅谷ほか（2007） 2006／12 地方と都市部 12校・サンプル計3,767
工藤（2010） 2001／６ 福井県福井市 ３校・３年生・サンプル計408




Merton, R, K. , 1957, Social Theory and Social Structure: Toward the Codification of Theory and Research, The Free 
Press., （＝1961，森東吾・森好夫・金沢実・中島竜太郎訳，『社会理論と社会構造』みすず書房）。
文部科学省，2015，「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）事業説明会資料」，
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/coc/__icsFiles/afieldfile/2015/02/12/1354716_02.pdf
（2016年９月28日閲覧）。
中村高康，2011，「高校生のローカリズムと大学進学─高大接続のもう一つの論点」『高等教育研究』
14，pp. 47-61.
坂本佳鶴恵，1990，「扶養規範の構造分析─高齢者扶養意識の現在」『家族社会学研究』（2），pp. 57-69.
佐藤（粒来）香，2004，『社会移動の歴史社会学─生業・職業・学校』東洋館出版社。
冨江英俊，1997，「高校生の進路選択における『地元志向』の分析─都市イメージ・少子化との関連
を中心に」『東京大学大学院教育学研究科紀要』37，pp. 145-154.
